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代表質問

伺
い
ま
す
。

　

市
長　

令
和
７
年
度
の
市
政

運
営
に
お
い
て
も
、
市
政
の
発

展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
高
槻
版
地
域

共
生
社
会
モ
デ
ル
と
し
て
、
に

ぎ
わ
い
や
交
流
を
創
出
す
る
全

国
初
の
取
組
と
な
る
（
仮
称
）

地
域
共
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
本

市
総
合
防
災
力
の
飛
躍
的
向
上

を
図
る
（
仮
称
）
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
、
大
阪
の

高
槻
か
ら
日
本
の
高
槻
と
し
て

着
実
に
歩
み
を
進
め
る
べ
く
、

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

交
通
施
策
の
課
題
と
今
後
は

　

議
員　

ま
ち
づ
く
り
と
連
携

し
た
交
通
施
策
に
つ
い
て
、
地

域
等
の
課
題
や
今
後
の
市
域
全

体
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

人
口
減
少
等
に
よ
る

利
用
者
の
減
少
に
加
え
、
路
線

バ
ス
の
運
転
士
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
ど
、
地
域
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

す
中
、
樫
田
地
域
で
実
証
運
行

を
実
施
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、

車
両
の
小
型
化
に
よ
り
路
線
バ

の
減
少
等
に
よ
り
今
後
は
収
支

赤
字
等
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、

管
路
等
の
耐
震
化
が
急
務
で
あ

る
た
め
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

経
営
を
行
う
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
本

年
10
月
か
ら
水
道
料
金
を
改
定

し
ま
す
。
改
定
は
、
基
本
料
金

を
令
和
７
年
度
は
据
え
置
き
、

令
和
８
年
度
及
び
令
和
９
年
度

は
改
定
額
を
２
分
の
１
と
す
る

激
変
緩
和
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
、
料
金
改
定
へ
の
市
民

の
理
解
醸
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
企
業
債
の
活
用
も
念
頭
に

入
れ
な
が
ら
安
定
経
営
に
努
め
、

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
安
定

供
給
を
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
市
政
運
営
に

対
す
る
市
長
の
決
意
は

　

議
員　

未
来
に
起
こ
り
得
る

課
題
に
対
し
て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に

お
い
て
、
市
長
の
強
い
決
意
を

公明党議員団

安全・安心に暮らせる我がまち
高槻を推進し、「大阪の高槻」から
「日本の高槻」へ飛躍！
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水
道
事
業

経
緯
と
今
後
の
取
組
は

　

議
員　

本
年
10
月
か
ら
水
道

料
金
の
改
定
を
進
め
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
課
題
に
つ
い
て
市

民
に
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
水
道
事
業

の
経
緯
と
今
後
の
取
組
を
伺
い

ま
す
。

　

市
長　

今
日
ま
で
支
出
の
削

減
等
を
徹
底
し
、
健
全
経
営
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
水
需
要

ス
の
運
転
士
不
足
の
解
消
に
も

寄
与
す
る
な
ど
、
重
要
な
取
組

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
公
共
交
通
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
移
動
手
段
の
確

保
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

自
然
災
害
へ
の
対
策
は

　

議
員　

頻
発
化
・
甚
大
化
す

る
自
然
災
害
に
対
す
る
本
市
の

取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

避
難
所
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
に
お
け
る

空
調
設
備
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
整
備
、
応
急
給
水
活
動

の
充
実
、
必
要
な
物
資
等
の
備

蓄
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
民

間
事
業
者
等
と
災
害
時
応
援
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
、
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
大
阪
府
北

部
地
震
の
際
の
経
験
を
生
か
し
、

地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
・
協

力
し
た
被
災
者
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
建
築
物
の
耐
震

化
で
は
、
令
和
７
年
度
は
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
の

補
助
額
の
増
額
や
次
期
耐
震
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
み
ま
も
り

セ
ン
タ
ー
新
設
後
の
取
組
は

　

議
員　

子
ど
も
保
健
課
と
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
統
括
す
る
子
ど
も
家
庭
み

ま
も
り
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

従
来
の
事
業
に
加
え
、
新
た
に

児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
、
地

域
子
育
て
相
談
機
関
事
業
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

事
業
な
ど
様
々
な
支
援
に
取
り

組
む
ほ
か
、
個
々
の
家
庭
状
況

に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
下
、
包
括
的
な
支
援
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　

体
制
は
、
セ
ン
タ
ー
所
長
を

ト
ッ
プ
と
し
た
指
揮
命
令
系
統

▲�水道事業の現状などを
　記載した水道部のチラシ

▲避難所で整備されるマンホール
　トイレ


